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URARAKA

　
寿
泉
堂
綜
合
病
院
で
は
、
７
月
１
日
に

「
口
唇
口
蓋
裂
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
口
唇
裂
・
口
蓋
裂
は
、
口
腔
と
顔
面
に

生
じ
る
先
天
異
常
で
す
。
約
５
５
０
人
に

１
人
の
割
合
で
発
症
し
、上
唇
や
歯
ぐ
き
、

上
顎
が
わ
か
れ
て
い
る
疾
患
で
す
。
形
態

的
な
病
気
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
質
的
な

治
療
は
手
術
で
す
が
、
患
者
さ
ん
と
ご
家

族
は
年
齢
・
成
長
・
治
療
の
ス
テ
ー
ジ
で

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
ま
す
。
出
生

前
は
ご
家
族
の
心
理
面
の
問
題
、
出
生
直

後
は
、
ほ
乳
と
見
た
目
の
問
題
、
食
事
や

こ
と
ば
の
問
題
、
思
春
期
を
過
ぎ
る
ま
で

歯
並
び
と
顎
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
お
応
え
す
る
た

め
、
当
院
で
は
歯
科
口
腔
外
科
を
主
治
医

と
し
て
、産
科
や
小
児
科
、耳
鼻
咽
喉
科
、

言
語
聴
覚
士
な
ど
各
分
野
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
密
に
連
携
す
る
「
チ
ー
ム
医
療
」
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
出
生
直
後
か
ら
一
貫

し
た
治
療
方
針
の
も
と
、
患
者
さ
ん
ご
本

人
と
ご
家
族
を
第
一
（Patients First

）

に
考
え
た
治
療
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
口
唇
裂
・
口
蓋

裂
専
門
外
来
を
担
当
し
て
い
た
、
当
院

歯
科
口
腔
外
科
の
菅
野
勝
也
医
師
が
就

任
し
ま
し
た
。
主
な
診
察
フ
ロ
ア
は
寿

泉
堂
綜
合
病
院
３
階
の
歯
科
口
腔
外
科

外
来
で
す
。
場
所
や
時
間
の
変
更
な
ど

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
す
で
に
通
院

さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
は
安

心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
初
め
て
の
受
診
や
出
生
前
の
ご
相
談

も
可
能
で
す
。
患
者
さ
ん
ご
本
人
と
ご

家
族
を
第
一
に
考
え
た
治
療
を
提
供
い

た
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
院
歯

科
口
腔
外
科
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『口
こう

唇
しん

口
こう

蓋
がい

裂
れつ

治療センター」
を開設しました

出生直後から成人まで
口唇裂・口蓋裂の治療を、専門チームが継続して支えます

2026年7月1日

診察の様子

リハビリテーション科での訓練

センター長 菅野 勝也手術の様子
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当
院
で
は
、
高
精
度
放
射
線

治
療
装
置
「
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
が
ん
病

巣
へ
高
い
線
量
を
集
中
さ
せ
な

が
ら
、
周
囲
の
正
常
な
組
織
へ

の
影
響
を
抑
え
る
強
度
変
調
放

射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
前
立
腺
が
ん
や
乳
が
ん
な
ど

の
治
療
に
活
用
し
、
副
作
用
や

合
併
症
の
軽
減
と
、
治
療
効
果

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

他
施
設
で
手
術
を
受
け
た
方
の

放
射
線
治
療
や
、
痛
み
を
和
ら

げ
る
緩
和
的
放
射
線
治
療
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
４
月
、
当
院
放

射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
初
代
セ

ン
タ
ー
長
に
、
根
本
建
二
医
師

が
就
任
し
ま
し
た
。
根
本
医
師

は
、
山
形
大
学
医
学
部
教
授
、

同
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
、

東
日
本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー
長
な

ど
を
歴
任
し
、
長
年
に
わ
た
り

放
射
線
治
療
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
が
地
域
医
療
に

果
た
す
役
割

　
放
射
線
治
療
は
、
施
薬
や
手

術
に
比
べ
、
身
体
的
な
負
担
が

少
な
く
、
体
力
の
な
い
患
者
さ

放射線治療センター
初代センター長

根本建二医師

小児科　小児科部長
小笠原　啓（おがさわら　けい）

初
代
セ
ン
タ
ー
長
根
本
建
二
医
師
の
ご
紹
介

　令和８年７月に当院小児科部長に着任いたしました小笠原啓と申します。出身
は高知県土佐市ですが、福島県立医科大学入学以後は福島県民です。福島県立医
科大学で新生児医療を学び、公立岩瀬病院を経て今回寿泉堂綜合病院で働かせて
いただくことになりました。何卒よろしくお願いいたします。

ん
に
も
有
効
な
治
療
方
法
で

す
。
患
者
さ
ん
と
地
域
の
医
療

機
関
の
双
方
へ
情
報
を
発
信

し
、
地
域
の
需
要
の
掘
り
起
こ

し
に
努
め
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

常
勤
医
２
人
体
制
の
も
と
、

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧

に
向
き
合
い
、
充
実
し
た
医
療

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
丁
寧

で
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
医
療
を
、
よ
り

多
く
の
人
に
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

放射線治療センターのご案内

介紹師医任着

放射線治療室の様子
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
軽
度
認
知
障
害
に

対
す
る
点
滴
治
療
を
開
始
し
ま
し
た

萎
縮
型
加
齢
黄
斑
変
性
に
対
す
る

注
射
薬
治
療
を
開
始
し
ま
し
た

「
何
度
も
同
じ
こ
と
を
尋
ね
る
」

「
約
束
を
忘
れ
る
こ
と
が
増
え
た
」

「
物
の
名
前
が
出
に
く
く
な
っ
た
」

な
ど
の
変
化
は
、軽
度
認
知
障
害（
Ｍ

Ｃ
Ｉ
）
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
、
認
知
機
能
が
年
齢

相
応
の
状
態
よ
り
低
下
し
て
い
る
も

の
の
、
日
常
生
活
へ
の
影
響
が
比
較

的
軽
い
段
階
で
す
。

　
当
院
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

に
よ
る
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

ま
た
は
軽
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、
レ

カ
ネ
マ
ブ
（
製
品
名
：
レ
ケ
ン
ビ
）

に
よ
る
点
滴
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
薬
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
病
因
物
質
と
さ
れ
る
脳
内
の
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
に
働
き
か
け
、
病
気
の

進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
投
与
は
２
週
間
に
１
回

で
、
点
滴
時
間
は
約
80
分
、
そ
の
後

約
60
分
の
経
過
観
察
を
行
い
ま
す
。

萎
縮
型
加
齢
黄
斑
変
性
の
症
状

　

網
膜
の
中
心
部
に
あ
る
黄
斑
が

徐
々
に
傷
み
、
視
力
が
低
下
す
る
病

気
で
す
。
視
野
の
中
央
が
ゆ
が
む
、

暗
く
欠
け
る
、
か
す
む
な
ど
の
症
状

が
み
ら
れ
、
進
行
す
る
と
文
字
を
読

ん
だ
り
、
人
の
顔
を
見
分
け
た
り
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

治
療
方
法

　
当
院
眼
科
で
は
、
病
変
の
拡
大
を

抑
え
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ア
バ
シ
ン

カ
プ
タ
ド
ペ
ゴ
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
製

品
名
：
ア
イ
ザ
ベ
イ
）」
に
よ
る
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
治
療
は
薬

剤
を
眼
内
へ
投
与
す
る
硝
子
体
注
射

で
行
い
、
副
作
用
や
リ
ス
ク
と
し
て
、

眼
内
炎
、
網
膜
剥
離
、
眼
圧
上
昇
の

ほ
か
、
結
膜
下
出
血
、
飛
蚊
症
、
一

時
的
な
視
力
低
下
、
眼
痛
、
か
す
み

目
な
ど
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
投
与
後
は
感
染
予
防
の
点
眼
と

　
な
お
、す
べ
て
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
患
者
さ
ん
に
適
応
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
治
療
を
受
け
る
に
は
、
認

知
機
能
検
査
や
画
像
検
査
な
ど
を
行

い
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
浮
腫
や
脳
微

小
出
血
な
ど
の
副
作
用
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
定
期
的
な
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
で
安
全
性
を
確
認
し
な
が
ら

治
療
を
進
め
ま
す
。

　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
方
や
、
ご
家

族
の
変
化
に
気
づ
い
た
方
は
、
当
院

脳
神
経
内
科
や
か
か
り
つ
け
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
経
過
観
察
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
方

　

診
察
や
検
査
の
結
果
を
も
と
に
、

病
状
や
進
行
度
を
確
認
し
、
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
て
医

師
が
治
療
の
適
応
を
判
断
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
萎
縮
型
加
齢
黄
斑
変

性
の
患
者
さ
ん
に
適
応
と
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
治
療
を
希
望
さ
れ
る
方
や
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
眼
科
外
来
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

寿
泉
堂
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

▲ 硝子体注射治療のイメージ
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国
産
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「hinotori™

」
を
導
入
し
ま
し
た

第
51
回
公
開
医
学
講
座
を
開
催

　
当
院
で
は
、
国
産
の
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「hinotori™

 

サ
ー
ジ
カ
ル

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

hinotori

は
、
医
師
が
ロ
ボ
ッ
ト

を
操
作
し
て
行
う
手
術
支
援
シ
ス
テ

ム
で
、
よ
り
細
か
く
正
確
な
操
作
を

　
７
月
15
日
、
第
51
回
寿
泉
堂
病
院

公
開
医
学
講
座
が
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
で
、
約
１
７
０
名
の

医
師
を
始
め
と
す
る
医
療
従
事
者
に

参
加
い
た
だ
き
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
に
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
長
に
就
任
さ
れ
た
根
本
建
二
先

生
が
、「
放
射
線
治
療
に
か
か
わ
る

最
近
の
話
題
」
と
題
し
、
放
射
線
治

療
の
発
展
の
経
緯
や
進
歩
、
最
近
の

動
向
に
つ
い
て
ご
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
は
人
の
腕
に
近
い
動
き
が
で
き
る

よ
う
設
計
さ
れ
て
お
り
、
体
へ
の
負

担
を
抑
え
な
が
ら
精
密
な
手
術
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
医
師

は
高
精
細
な
３
Ｄ
映
像
を
見
な
が
ら

操
作
す
る
た
め
、
患
部
を
立
体
的
に

確
認
し
な
が
ら
手
術
を
進
め
ら
れ
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
手
術
を
行
う
医
師
や
ス

タ
ッ
フ
が
連
携
し
や
す
い
工
夫
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の

提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
に
は
専
門
の
研

修
が
必
要
と
な
る
た
め
、今
後
医
師・

看
護
師
・
臨
床
工
学
技
士
等
が
研
修

を
受
講
し
、
稼
働
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。hinotori

に
つ
い
て
は
、
複
数
回
に
渡
り
特
集

記
事
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

　
が
ん
の
治
療
に
放
射
線
は
強
力
な

武
器
に
な
る
一
方
、
放
射
線
が
当
た

れ
ば
が
ん
細
胞
だ
け
で
な
く
正
常
な

細
胞
に
も
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
、

い
か
に
が
ん
に
放
射
線
を
集
中
さ
せ

る
か
が
重
要
と
の
こ
と
。
難
し
い
内

容
な
が
ら
、
時
折
ご
趣
味
の
「
き
の

こ
」
の
話
題
を
交
え
分
か
り
や
す
く

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
根
本
先
生
は
、
山
形
大
学
医
学
部

東
日
本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー
の
初
代
セ

ン
タ
ー
長
を
務
め
ら
れ
た
放
射
線
治

療
の
第
一
人
者
で
す
。
講
演
の
最
後

に
は
、「
今
後
も
最
新
の
知
見
を
い

ち
早
く
治
療
に
取
り
入
れ
て
い
く
方

針
で
す
の
で
、
当
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
を
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

	

（
総
務
課
）
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令
和
７
年
度 

患
者
満
足
度
調
査
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
！

　
当
院
で
は
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
的
に
、
毎
年
、
入
院
・

外
来
の
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
満

足
度
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
に
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
評
価
に
お
い
て

は
、
入
院
は
職
員
の
接
遇
と
応
対
、

外
来
は
予
約
に
関
す
る
改
善
に
関
し

て
高
く
評
価
を
い
た
だ
き
、
当
院
が

総
合
評
価
の
指
標
と
し
て
い
る
「
全

体
と
し
て
こ
の
病
院
に
満
足
で
き
ま

し
た
か
」の
結
果
に
お
い
て
、「
満
足
」

以
上
の
肯
定
的
評
価
の
割
合
は
入
院

が
90
・
８
％
、
外
来
が
78
・
２
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

院
内
全
体
で
こ
の
結
果
を
共
有

し
、
日
々
の
細
や
か
な
お
声
が
け

や
、
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
づ

く
り
な
ど
、
患
者
さ
ん
視
点
に
立
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
引
き
続
き
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
お

気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
今
回
の
満
足
度
調
査
結
果

に
つ
い
て
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
他
、
綜
合
病
院
２
階
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
、
院
内
掲
示
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（経

営
・
シ
ス
テ
ム
企
画
室
）

■ 非常に満足
■ 満足
■ 普通
■ 不満
■ 非常に不満

外来
期
　
間
：
令
和
７
年
11
月
17
日
〜

　
　
　
　
令
和
７
年
11
月
22
日

回
収
数
：
９
５
２
件

入院
期
　
間
：
令
和
７
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
令
和
８
年
３
月
31
日

回
収
数
：
３
４
７
６
件

※ 四捨五入しているため、合計で
　 100％になっておりません

33.0%33.8%20.5%

21.1%

53.8%
52.2%

38.4%
37.0%

9.0%

8.4%

0.1%0.3%

0.3%0.6%

令和６年度

令和７年度

45.2%

45.2%

0.2%0.3%

0.1%0.6%

令和６年度

令和７年度

　
５
月
23
日
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
郡
山 

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
「
看
護
の
日
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
１
２

１
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形

式
で
行
い
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着
用
体

験
、
臓
器
パ
ズ
ル
、
高
齢
者
体
験
、

妊
婦
体
験
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
巡
り
な

が
ら
、
看
護
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ナ
ー
ス
服
や
白
衣
を
着
用
し
て
記

念
写
真
を
撮
影
す
る
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
着
用
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
大
盛
況

で
、
み
な
さ
ん
素
敵
な
笑
顔
で
写
真

に
写
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
臓
器

パ
ズ
ル
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ご
家
族
や

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
真
剣
に
臓
器
の

場
所
や
働
き
を
覚
え
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
健
康
や
周

り
の
方
へ
の
思
い
や
り
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸

い
で
す
。	

（
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
）
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ナースNEWS　01

～入退院支援室を
紹介します～

患者さんの
不安軽減を
目指して!

ナ
ー
ス
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　
「
入
退
院
支
援
室
」
は
看
護
職
６

名
、
事
務
職
１
名
が
従
事
し
て
お

り
、
入
院
前
面
談
や
病
棟
で
の
退
院

支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
す
る

な
ど
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
入
院

生
活
を
送
り
、
退
院
後
の
生
活
へ
円

滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
入
院
か
ら

退
院
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
入
院
期
間
の
短
縮
が
進
む

中
、
退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
た
支

援
を
入
院
前
か
ら
行
う
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。
入
院
前
面
談
で

は
、
患
者
さ
ん
の
情
報
確
認
、
入
院

時
に
必
要
な
物
品
や
入
院
中
の
過
ご

し
方
な
ど
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
入
院
診
療
計
画
書
な
ど
の

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
入
院
に
際

し
て
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
心

配
な
こ
と
を
伺
い
、
安
心
し
て
入
院

生
活
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
薬
剤

師
や
管
理
栄
養
士
も
入
院
前
に
患
者

さ
ん
か
ら
必
要
な
情
報
を
伺
い
、
入

院
前
・
退
院
後
の
治
療
や
療
養
支
援

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
退
院
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、

退
院
に
向
け
た
不
安
の
有
無
や
退
院

後
の
生
活
、
必
要
な
退
院
指
導
に
つ

い
て
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
や
入
退
院
支

援
室
看
護
師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
多
職
種
で
話
し
合
い
を
行
い
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
退
院
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
入
院
や
退

院
に
際
し
て
、
患
者
さ
ん
は
様
々
な

思
い
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
入
退
院
支
援
室
で
は
少

し
で
も
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り

添
え
る
よ
う
心
が
け
、
日
々
従
事
し

て
い
ま
す
。	

（
入
退
院
支
援
室
）
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施設NEWS　01

施設NEWS 01

　昨今「家の中での転倒による救急要請」が増加してい
るのをご存知ですか？そんな身近な危険から身を守るた
め、当院の「二次性骨折予防チーム」と郡山消防署がコ
ラボ動画を作成し、インスタグラムで順次公開していま
す！自宅に潜む“つまずきスポット”とその解消法や、
消防署に突撃して撮影した当院の理学療法士による「転
ばない体づくり」の動画もあります。
　今すぐスマホでチェックして、今日からできる転倒対
策を始めてみませんか？

　毎年、新入職員を対象に一次救命処置（ＢＬＳ）研修を行っ
ております。
　初めて触れる救命処置の器具に戸惑いながらも、仲間と声
を掛け合い、真剣に取り組む姿が印象的でした。胸骨圧迫の
リズムを確認しながら汗をにじませる姿、講師の指導にうな
ずきながら何度も繰り返し練習する姿からは、「患者さんの
命を守りたい」という強い思いが伝わってきます。
　この研修を通して、医療者としての第一歩を踏み出した新
人職員たち。これからの成長がとても楽しみです。

　ケアテック（介護 + テクノロジー）や介護 DX に
関する正しい知識を身につけ、介護の質の向上と業
務の効率化を成し遂げる実現力を備えた介護職員が

「スマート介護士」です。
　香久山デイケアに続き介護医療院でも介護・看護
職員全員が Starter（基礎）試験に合格し認定を受け
ました。入所者さんの「想い」をケアに活かし、安
心で充実した時間をお届けするために、この新しい
専門知識を学び、日々のケアに活かしていきます！

郡山消防署×香久山病院インスタコラボ動画配信中

新入職員ＢＬＳ一次救命処置研修

スマート介護士 Starter（基礎）全員認定！

⬅ インスタは
　 こちらから！

ＢＬＳ…Basic Life Support の略で心肺
停止または呼吸停止に対する一
次救命処置のこと。

寿泉堂香久山病院
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施設NEWS 02
施設NEWS　02

技能実習生２期生着任スプリングガーデンあさか
　いずみ福祉会の第２期生にあたるミャンマー人技能
実習生５人を６月18日に採用し、辞令を交付いたし
ました。
　今回の採用により、特別養護老人ホームに10人、グ
ループホームに２人、デイサービスに１人の計13人の
外国人介護職員が勤務することとなりますので、ご来
園時には、是非、暖かい応援をお願いいたします。
　６月20日には、カルチャーパークへ行き、ミャン
マー人の先輩との交流を深めました。

　６月にグループホーム・パインフォレストと、併設さ
れている託児所・ポニーと合同で避難訓練を行いました。
　日中、２階個室より火災発生の想定で、避難場所はパ
インフォレスト駐車場としました。タオルで口を塞ぎつ
つ避難したほか、入居者同士で助け合う場面もありまし
た。ポニーの子供たちも落ち着いて避難できました。今
後も定期的に避難訓練を継続して実施してまいります。

グループホームの避難訓練寿泉堂松南病院

　今年３月のクリニック移転に伴い、透析液の作成に必要な各種装置を全面刷新し、最新型を導入
しました。これにより、旧クリニック以上に安定した濃度・組成で、かつ細菌汚染のない安全な透
析液が供給可能となりました。最新型の供給装置はメインラインが故障した場合サブラインに切り
替えての治療継続が可能であり、安全性も向上しました。
　また、ライン上に据置型精密ろ過フィルターを増設したこ
とにより、透析液に混入すると透析患者に発熱・炎症を引き
起こす微細毒素・エンドトキシンを捕捉し、今までよりも清
潔な透析液が提供可能となりました。
　今後も患者の皆さんに今まで以上に安心・安全な透析医療
を提供できるようスタッフ一同取り組んでまいります。

透析用水処理装置全面刷新しています寿泉堂クリニック
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『
ス
マ
イ
ル
リ
レ
ー
』
の
第
５
回
目
を

お
届
け
し
ま
す
。
接
遇
が
素
晴
ら
し
い

職
員
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

─	

優
し
い
笑
顔
と
声
掛
け
が
印
象
的
で

す
が
、
接
遇
で
特
に
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
患
者
さ
ん
は
検
査
に
対
し
て
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
、
少
し
で

も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
笑

顔
と
落
ち
着
い
た
声
掛
け
を
意
識
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
説
明
す
る
こ
と
、
患
者
さ
ん
の
表
情

を
見
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

─
森
岡
さ
ん
は
、
病
院
で
ど
の
よ
う
な

対
応
を
さ
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
か
（
患

者
さ
ん
目
線
）
？

　
検
査
前
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
分
か
ら
な
い
と
不
安
に
な
る
と
思
う

の
で
、
流
れ
や
待
ち
時
間
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
。
ま
た
、
緊
張
し
て
い
る
時
に
優
し

く
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
と
、
と
て
も

安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

─
〝
ス
マ
イ
ル
リ
レ
ー
〟
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
笑
顔
が
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
？

　
笑
顔
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
だ
け

で
な
く
、
職
員
同
士
の
関
わ
り
か
ら
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
忙
し

い
時
こ
そ
、
感
謝
の
言
葉
や
気
遣
い
を

忘
れ
ず
に
い
る
こ
と
で
、
良
い
雰
囲
気

が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

～
え
が
お

・
あいさつ

届

け
よ
う
～

ス

マイ
ルリレー

5

第
５
回
目
は
、

　
明
る
く
素
敵
な 

放
射
線
科

森
岡
さ
ん
で
す
。

知ることで安心を
MRI･CTによる健康チェック
自覚症状が出る前に、異常を早期発見しませんか

気になる部位を詳しく検査

頭部MRI・MRA 検査
未破裂脳動脈瘤・脳腫瘍・隠れ脳梗塞・白質病変
脳萎縮など

胸部CT 検査
肺がん・肺炎・縦隔腫瘍・慢性閉塞性肺疾患（COPD）
胸部大動脈瘤など

内臓脂肪CT 検査 内臓脂肪型肥満の有無・生活習慣病のリスク評価

卵巣がん 検査
婦人科MRI＋CA125（血液検査）

卵巣腫瘍・子宮内膜症・子宮筋腫・子宮体がんなど

※掲載している検査は、症状のない方を対象とした自費診療です。健康保険は適用されません。

完全予約制となります
ご予約・お問い合わせ

平日  8：30 ～ 17：00
土曜  8：30 ～ 12：45寿泉堂クリニック 024-939-4616

Smile Relay 05

放
射
線
科
は
、
検
査
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
い

部
署
で
す
の
で
、
少
し
で
も
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
明
る
く
丁
寧
な
対
応

を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。
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連携医紹介

やつやまだ内科・
脳神経内科

●ヨーク
　ベニマル

●極楽湯

●郡山北警察署

カインズ
●国

道
４
号
線

内環
状線

MAP

診療時間 月 火 水 木 金 土 日
午前/ 8：30〜12：00 ○ ○ ○ 休 ○ ○ 休
午後/14：00〜17：00 ○ ○ ○ 休 ○ 休 休

※=13：00まで

診療時間 月 火 水 木 金 土 日
午前/ 9：00〜12：00 ○ ○ ○ 休 ○ ○ 休
午後/13：00〜17：30 ○ ○ ○ 休 ○ ○ 休

最終受付17：00　※=16：30まで（最終受付16：00）
ぬかざわ
歯科医院

郡山市役所
●

●ビバホーム

ヨークベニマル●

●
Honda Cars

福島

●
開成山公園

うねめ通り

さくら通り

MAP

内
環
状
線

国
道
49
号
線

【 休　　診　　日 】

【 往診・訪問診療 】

木曜日、日曜日、
祝祭日（祝日週は木曜診療）
行っておりません。

【 休　　診　　日 】
【 往診・訪問診療 】
 

木曜日、土曜日午後、日曜日、祝日
現在は行っておりません。必要時は
近隣医療機関と連携させて頂きます。

【 所　　在　　地 】

【 電　話　番　号 】
【 ホ ー ム ペ ー ジ 】

郡山市桑野2丁目20−17
ジネックスビル203
024−990−0418
https ://www.nuka-dc.com

【 所　　在　　地 】
【 電　話　番　号 】
【 ホ ー ム ペ ー ジ 】

郡山市八山田西三丁目13番地
024−934−3899
https ://yatsucl i . jp

歯科・矯正歯科

内科・脳神経内科

やつやまだ内科・脳神経内科

医療法人　ぬかざわ歯科医院

※

病 院 の 紹 介 寿泉堂綜合病院と連携し、正しい嚙み合わせの構築と徹底した予防メンテナンスを通じ
て、地域の皆さんの健康寿命に貢献します。
読者の皆様へ 歯並びや噛み合わせといった根本的なお口の環境改善から定期的な予防ケアまで、患者さ
んに寄り添ったトータルサポートを行います。

病 院 の 紹 介 内科（生活習慣病など）、脳神経内科（頭痛、脳卒中、認知症など）をはじめとして幅広
く診療を行っていきたいと思います。
読者の皆様へ 体調のことなどお困りごとがございましたら、お気軽にご相談ください。

荒
あらかわ

川　将
まさふみ

史 先生

糠
ぬかざわ

澤　真
しんいち

壱 先生

※



郡
山
駅

郡
山
ア
テ
ィ

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

ア
ネ
ッ
ク
ス

郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

郡
山
消
防
署

う
す
い

百
貨
店

旧
国
道
4
号

駅前大通り

シンドバット

チサンホテル
郡山

姑娘飯店

県南サービス
駐車場（契約駐車場）

Maggy駐車場
（契約駐車場）

寿泉堂専用駐車場
（J-PARKING）

中町立体駐車場（契約駐車場）

大東銀行

フロンティア通り

寿泉堂クリニック

寿泉堂綜合病院

ビッグアイ

外来診療の場合➡診療時間内無料
入院当日の場合➡2 時 間 無 料

P

P

P

P

病院専用駐車場（有料）

病院契約駐車場（有料）

※車両は同日中に出庫してください。
（宿泊不可）

※場内での事故、盗難、災害などについて当
院は一切の責任を負いかねますのでご注意
ください。
※駐車券は出庫の際に必要ですので紛失や濡
らしたり折ったりなど破損しないでください。
（紛失の場合は規定料金でご精算いただきます）

病院専用・契約駐車場に限り

診療時間　平　日 9:00～17:00
　　　　　土曜日 9:00～13:00

（第3土曜日は休診のため除く）

寿泉堂綜合病院駐車場のご案内

編
集
後
記

寿泉堂綜合病院
公式ホームページ

寿泉堂香久山病院
公式 Instagram

寿泉堂綜合病院
公式 Instagram

■発行/公益財団法人湯浅報恩会　■編集/「福寿草うららか」編集委員会 〒963-8585 郡山市駅前1-1-17  TEL.024（932）6363 
■2026年7月31日発行　

　厳しい暑さの中にも、夕暮れの風や蝉の声に季節の移ろいを感じる頃と
なりました。まもなく迎えるお盆は、ご先祖様や大切な人を偲び、家族と
の絆を改めて見つめ直す機会でもあります。ともに過ごした日々を思い出
しながら、今ある何気ない毎日がかけがえのないものであることに気づか
されます。忙しい日常の中だからこそ、少し立ち止まり、身近な人との時
間を大切にしてみてはいかがでしょうか。皆さまが心穏やかに夏の日々を
過ごされますよう願っております。ま

公益財団法人　湯浅報恩会の理念

「患者さん第一」
心のかよう医療を

無痛分娩を行っております
【無痛分娩をお受けできる方】

※2026年６月時点
⃝帝王切開の既往がない方
⃝パートナーが十分な日本語を理解できる方
⃝計画無痛分娩に承諾いただける方

【無痛分娩をお受けできない方】
⃝児頭骨盤不均衡など帝王切開の絶対的な

適応がある方
⃝腰椎の変形や脊椎神経の異常がある方
⃝血小板減少や血液凝固系の異常がある方
⃝局所麻酔薬のアレルギーのある方

ご希望の方は下記までお気軽にご相談ください。
お問い合わせ ▶ 寿泉堂綜合病院 産科外来　☎ 024-932-6363 ㈹


